
報道資料 

令和６年７月22日 

十日町市文化財課 

令和４・５年度の２か年で策定した「十日町市文化財保存活用地域計画」が、令和

６年７月19日(金)に開催された文化庁文化審議会の答申を受け、文化庁の認定を受け

ました。新潟県内では、新発田市、糸魚川市に次いで３番目の認定となります。 

１ 計画の概要 

本計画は、文化財保護法に基づく文化財の保存と活用に関する法定計画であり、文

化財保護行政の中・長期的な基本方針を定めるマスタープラン兼アクションプラン 

※計画書は後日、市ホームページで公開します。

２ 計画の目標 

・目標①：豪雪の中で育まれた「地域の財（たから）」（歴史文化遺産）を保存・活用

し、後世に確実に継承していく。 

・目標②：歴史文化を生かした文化観光に取組み、地域総がかりでまちづくりを推進

していく。 

※ 対象となる歴史文化遺産：指定文化財176件と未指定文化財6,108件

３ 今後の取組 

・重点事業：「文化」「観光」「経済」の３つの視点の重点事業に取り組むことによ

り、地域経済活性化の好循環を生み出し、地域づくりを推進する。 

・ポイント：

①「火焔型土器」「雪国文化」にかかる２つの「日本遺産」との連携強化

②大地の芸術祭の「現代アート」作品との連携強化

③「中世」(山城や古道松之山街道等) に関連した事業の実施

④ヘリテージツーリズム（自然・文化遺産を観光資源として活用）の推進

・認定記念シンポジウム：

開催日/令和６年 11 月２日(土)、会場/越後妻有文化ホール（※詳細は後日発表） 

４ 添付資料  ①文化庁報道発表資料

②重点事業について

「十日町市文化財保存活用地域計画」が文化庁から認定を受けました 

■お問合せ先

十日町市教育委員会事務局文化財課
文化財保護係   担当：春川、髙橋
☎025-757-5531（内線7-27-106）

十日町市
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▼
指
定
等
文
化
財
件
数
一
覧

文
化

財
種
別

国
指

定
等

県
指

定
市

指
定

国
登

録
市

登
録

合
計

(
件
)

有
形

文
化
財

建
造
物

2
1

5
1
0

0
1
8

美 術 工 芸 品

絵
画

0
1

3
0

1
5

彫
刻

0
2

1
2

0
1
0

2
4

工
芸
品

0
0

8
0

2
1
0

書
跡

･
典
籍

0
0

0
0

0
0

古
文
書

0
0

5
0

1
6

考
古
資
料

1
(1
)

3
2
6

0
1

3
1

歴
史
資
料

0
0

5
0

2
7

無
形

文
化

財
0

0
0

0
0

0

民
俗

文
化
財

有
形

の
民

俗
文
化

財
2

1
1

0
0

4
無

形
の
民

俗
文
化

財
0

0
1
3

0
2

1
5

記
念
物

遺
跡
（
史

跡
）

1
1

9
0

3
1
4

名
勝
地
（

名
勝
）

2
0

3
0

1
6

動
物
・
植
物
・
地
質
鉱
物

(
天
然
記
念
物
)

1
(1
)

3
2
9

0
3

3
6

文
化

的
景

観
0

-
-

-
-

0

伝
統
的
建

造
物
群

0
-

-
-

-
0

合
計

9
1
2

1
19

1
0

2
6

1
76

▼
歴
史
文
化
の
特
徴

①
豪
雪
地
に
生
き
る
知
恵
と
心

降
り
積
も
っ
た
雪
は
春
に
は
清
冽
な
川
と
な
り
、
流
域
の
人
々
の
暮
ら
し
に
豊
か
な
恵
み

を
与
え
、
壮
大
な
景
観
を
創
り
出
し
た
。
人
々
は
、
知
恵
と
工
夫
を
積
み
重
ね
て
豪
雪
地
に

対
応
し
た
生
活
文
化
を
作
り
上
げ
、
互
い
に
助
け
合
う
心
を
育
み
な
が
ら
、
歴
史
文
化
を
築

い
て
き
た
。

〇
豪
雪
地
の
気
候
と
地
形

〇
豪
雪
と
と
も
に
生
き
る
暮
ら
し

②
川
と
山
が
形
成
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
の
恵
み

十
日
町
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
を
享
受
し
な
が
ら
、
歴
史
文
化
が
育
ま

れ
て
き
た
。
豊
富
な
川
の
水
は
、
稲
作
や
産
業
の
発
展
を
も
た
ら
し
、
信
濃
川
流
域
の
河
岸

段
丘
は
貴
重
な
平
地
と
し
て
、
生
活
や
生
業
の
場
と
な
っ
た
。
里
山
の
落
葉
広
葉
樹
林
は
雪

解
け
水
を
貯
え
、
水
田
を
潤
し
、
山
の
幸
を
育
ん
で
い
る
。

〇
川
の
恵
み

〇
河
岸
段
丘
の
恵
み

〇
山
の
恵
み

③
自
然
が
育
ん
だ
人
々
の
営
み
と
時
代
の
変
遷

十
日
町
市
で
は
、
縄
文
時
代
よ
り
人
々
が
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
て
暮
ら
し
て
き
た
。
厳

し
い
環
境
の
な
か
で
美
的
な
感
性
を
育
み
、
火
焔
型
土
器
、
美
し
い
越
後
縮
、
絹
織
物
を
織

り
出
し
た
。
そ
し
て
、
信
濃
川
流
域
の
河
岸
段
丘
上
に
用
水
を
引
い
て
広
大
な
水
田
を
拓
き
、

山
間
部
で
は
棚
田
を
造
っ
て
米
づ
く
り
に
励
ん
で
き
た
。
各
々
の
時
代
に
お
い
て
織
物
と
稲

作
は
受
け
継
が
れ
、
現
在
に
歴
史
文
化
を
育
ん
で
い
る
。

〇
地
域
社
会
と
人
々
の
営
み

〇
生
業
の
変
遷
（
織
物
と
稲
作
）

〇
自
然
と
共
生
す
る
暮
ら
し
の
変
遷

▼
推
進
体
制

多
種
多
様
な

十
日
町
市
の
歴

史
文
化
遺
産
の

保
存
・
活
用
を

推
進
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
主
体
的
に

担
う
と
と
も
に
、

主
体
間
で
連
携
、

協
働
す
る
。

※
「
田
代
の
七
ツ
釜
」
「
清
津
峡
」
は
、
名
勝
・
天
然
記
念
物
の
二
重
指
定
だ
が
名
勝
に
の
み
計
上
し
て
い
る
。

※
（

）
は
国
宝
・
特
別
天
然
記
念
物
の
内
数
を
示
す
。

県
立
文
書
館

等
等

十
日
町
警
察
署

十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会

十
日
町
市
文
化
財
保
護
審
議
会

新
潟
県

十
日
町
市
博
物
館

各
地
域
自
治
組
織

県
立
歴
史
博
物
館

十
日
町
情
報
館

小
・
中
学
校
、
高
校
等

大
学
等
教
育
機
関
・
研
究
機
関

十
日
町
商
工
会
議
所

十
日
町
農
業
協
同
組
合

国
、
県
、
関
係
機
関
・
施
設

十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合

文
化
庁

十
日
町
地
域
消
防

（
一
社
）
十
日
町
市
観
光
協
会

専
門
家

文
化
財
防
災
ｾﾝ
ﾀｰ

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

教
育
委
員
会
部
局

等
各
支
所
地
域
振
興
部
局

仮
)十
日
町
市
文
化
財

保
存
活
用
推
進
協
議
会

支
援

協
働

等

企
業
・
団
体
等

総
務
部
局

市
民
・
所
有
者
等

（
庁
内
の
協
議
・
調
整
等
）

産
業
観
光
部
局

文
化
財
所
有
者
・
管
理
者

文
化
財
部
局

建
設
部
局

文
化
財
管
理
・
保
存
団
体

環
境
ｴﾈ
ﾙｷ
ﾞｰ
部
局

地
域
社
会

行
政

（
歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用
の
支
援
）

十
日
町
市

諮
問
・
答
申

指
導
・
助
言

情
報
提
供

運
営

連
携
強
化

情
報
共
有

連
携

参
画

参
画

支
援支
援

協
働

検
証

還
元
・
支
援

【
計
画
期
間
】
令
和

6～
15
年
度
（

10
年
間
）

【
面

積
】

59
0.

39
㎢

【
人

口
】
約

4.
8万

人
【
関
連
計
画
等
】
日
本
遺
産
「
「
な
ん
だ
、
コ
レ
は
！
」

信
濃
川
流
域
の
火
焔
型
土
器
と
雪
国
の
文
化
」
（

H
28
年
度
）
、

日
本
遺
産
「
究
極
の
雪
国
と
お
か
ま
ち
－
真
説
！
豪
雪
地
も
の
が

た
り
－
」
（

R2
年
度
）
、
文
化
観
光
推
進
法
「
と
お
か
ま
ち
ス

ノ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
」

指
定
等
文
化
財
は
、
１
７
６
件

未
指
定
文
化
財
は
、
６

,１
０
８
件
把
握
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歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用

豪 雪 と と も に 生 き る 人 々 の 知 恵 が 育 ん で き た 歴 史 文 化 の 証 と な る 歴 史 文 化 遺 産 を 「 地 域

の 財 （ た か ら ） 」 と し て 、 人 々 の 暮 ら し の な か で 保 存 ・ 活 用 し て 、 後 世 に 継 承 し て い く 。

先 人 か ら 受 け 継 い だ 歴 史 文 化 を 生 か し て 、 文 化 観 光 に 取 り 組 み 、 地 域 総 が か り で ま ち づ

く り を 推 進 し て い く 。［
目
標
］

［
基
本
方
針
］

［
個
別
方
針
］

［
課
題
］

［
方
針
］

［
主
な
事
業
の
例
］

歴
史
文
化
遺
産
の
保

存
の
推
進

調
査
・
研
究
の
継
続

保
存
整
備
と
技
術
者
・

資
材
確
保
の
推
進

防
災
・
防
犯
対
策

の
推
進

博
物
館
・
資
料
館
等

を
通
じ
た
歴
史
文
化

遺
産
の
活
用
の
推
進

あ
ら
ゆ
る
学
習
機
会
に

お
け
る
活
用
の
推
進

一
般
公
開
の
推
進

関
連
文
化
財
群
の
保

存
・
活
用
の
推
進

歴
史
文
化
遺
産
の
保

存
・
活
用
の
拠
点
整

備
の
推
進

文
化
観
光
の
推
進

地
域
活
動
等
の
支
援

地
域
社
会
と
行
政
の
連

携
・
協
働
に
向
け
た
体

制
づ
く
り
の
推
進

①
●
事
業
№
３

歴
史
文
化
遺
産
に
ふ
れ
る
場
の
創
出

文
化
関
連
団
体
と
連
携
し
、
民
俗
芸
能
・
風
俗
慣
習
に
関
す
る
学
習
や
発
表
の

場
を
増
や
し
て
、
次
世
代
へ
の
後
継
者
の
育
成
に
取
り
組
む
。

〔
■
企
業
・
団
体
、
行
政
、
市
民
・
所
有
者

■
R6
～

15
〕

・
民
俗
文
化
財
の
保
存
・
継
承
推
進

・
歴
史
文
化
遺
産
収
集
と
収
蔵
施
設
整
備

・
保
存
に
必
要
な
財
源
確
保
の
推
進

・
継
承
に
必
要
な
後
継
者
確
保

等

「 地 域 の 財 （ た か ら ） 」 の 普

及 啓 発 に 努 め 、 市 民 を 始 め 多

く の 人 々 に 理 解 し て も ら う

１
２

② ③

１

④

２ ３

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

「 地 域 の 財 （ た か ら ） 」 の 適

切 な 保 存 ・ 管 理 に よ り 、 後 世

に 継 承 し て い く

「 地 域 の 財 （ た か ら ） 」 を

活 用 し た 文 化 観 光 で 、 ま ち

づ く り を 推 進 し て い く

・
未
指
定
文
化
財
の
保
存
や
継
承

・
後
継
者
･協
力
者
の
不
足

・
歴
史
資
料
の
収
集
と
適
切
な
保
存
管
理

・
財
政
面
や
労
力
面
等
の
負
担

・
計
画
的
な
調
査
推
進

・
調
査
･研
究
の
継
続
と
ア
ー
カ
イ
ブ
化

・
調
査
･研
究
成
果
の
公
表

・
高
等
教
育
機
関
･研
究
機
関
の
連
携
推
進

等

・
調
査
が
未
実
施
･不
十
分

・
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
と
蓄
積
が
必
要

・
調
査
･研
究
成
果
発
表
の
機
会
不
足

・
人
員
体
制
と
人
材
育
成
の
不
足

等

・
計
画
的
な
保
存
･修
理
の
実
施

・
保
存
技
術
の
継
承
と
資
材
確
保
の
推
進

・
史
跡
な
ど
の
遺
構
の
適
切
な
保
存

・
建
造
物
の
一
定
周
期
で
の
修
理

・
保
存
修
理
の
技
術
者
の
減
少

・
資
材
の
確
保
が
困
難

・
災
害
･被
害
リ
ス
ク
の
把
握

・
災
害
へ
の
備
え
の
充
実

・
防
犯
対
策
の
強
化

・
災
害
発
生
後
の
適
切
な
対
応
へ
の
備
え

等

・
災
害
へ
の
備
え
や
防
災
意
識
の
不
足

・
防
災
対
策
が
不
十
分

・
災
害
発
生
時
の
把
握
･連
絡
体
制
が
必
要

・
被
災
資
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
や
適
切
な
保
存

等

・
博
物
館
や
資
料
館
な
ど
と
歴
史
文
化
遺
産

と
の
関
連
付
け
た
活
用

・
市
内
外
の
博
物
館
や
資
料
館
な
ど
の
連
携

強
化

・
博
物
館
や
資
料
館
、
歴
史
文
化
遺
産
と
の

関
連
付
け
が
不
十
分

・
博
物
館
や
資
料
館
の
積
極
的
な
活
用
と
連

携
が
不
十
分

・
歴
史
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
学
校
教
育
と
社

会
教
育
の
連
携
推
進

・
中
等
･高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
体
制
強
化

・
高
齢
者
福
祉
で
の
活
用

等

・
子
ど
も
た
ち
の
学
び
、
生
涯
学
習
が
不
十
分

・
小
学
生
～
高
校
生
の
地
域
参
加
が
少
な
く
、

学
ぶ
場
が
必
要

・
高
齢
者
に
対
す
る
活
用
が
必
要

等

・
歴
史
文
化
遺
産
の
情
報
発
信
の
推
進

・
適
切
な
公
開
推
進

・
公
開
に
向
け
た
支
援
の
強
化

・
国
内
外
の
来
訪
者
へ
の
情
報
提
供
が
不
十
分

・
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
い

・
所
有
者
だ
け
で
は
公
開
が
困
難

等

・
群
に
関
連
す
る
歴
史
文
化
遺
産
の
普
及
・
啓

発
と
公
開
･活
用

・
新
た
な
群
の
構
築
に
向
け
た
調
査
･研
究
の

継
続

等

・
群
と
し
て
一
体
的
な
保
存
や
活
用
が
未
実
施

・
一
体
的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
不
足

・
調
査
･研
究
に
よ
る
群
の
更
新
や
新
た
な
設
定

が
必
要

・
関
連
部
局
と
の
連
携
に
よ
る
魅
力
向
上

・
観
光
面
で
の
活
用
を
考
慮
し
た
整
備
の
推
進

・
新
た
な
保
存
活
用
区
域
の
追
加
に
向
け
た
検

討

・
多
様
な
テ
ー
マ
で
の
一
体
的
な
保
存
が
必
要

・
エ
リ
ア
と
し
て
の
魅
力
向
上
が
必
要

・
エ
リ
ア
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
不
足

・
今
後
の
調
査
・
研
究
に
よ
り
区
域
の
更
新
や

新
た
な
設
定
が
必
要

・
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
促
進

・
歴
史
文
化
遺
産
を
通
じ
た
広
域
連
携
の
推
進

・
大
地
の
芸
術
祭
と
の
連
携
の
推
進

・
様
々
な
観
光
分
野
へ
の
活
用
が
不
十
分

・
大
地
の
芸
術
祭
へ
の
活
用
が
不
十
分

・
人
材
育
成
支
援
の
推
進

・
地
域
活
動
･地
域
づ
く
り
へ
の
支
援
の
推
進

・
担
い
手
や
後
継
者
の
不
足

・
地
区
単
位
の
取
組
継
続
の
た
め
の
支
援
が
必
要

・
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
保
存
・

活
用
の
体
制
づ
く
り
が
必
要

・
専
門
人
材
の
確
保

・
行
政
内
で
の
相
互
連
携
体
制
の
構
築
の
推
進

・
地
域
社
会
の
な
か
で
活
用
し
て
い
く
た
め
の

体
制
の
構
築
の
推
進

・
行
政
内
部
の
専
門
人
材
の
不
足

・
関
係
部
局
と
の
連
携
体
制
の
強
化
が
必
要

・
地
域
社
会
と
行
政
と
の
連
携
体
制
の
強
化

が
必
要

●
事
業
№

25
歴
史
文
化
遺
産
防
災
体
制
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

災
害
か
ら
歴
史
文
化
遺
産
を
守
る
た
め
の
体
制
と
、
国
や
新
潟
県
と
連
携
し
た

防
災
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
。

〔
■
行
政
、
市
民
・
所
有
者
、
企
業
団
体
、
専
門
家

■
R6
～

8〕

●
事
業
№

15
歴
史
文
化
遺
産
総
合
調
査
事
業

建
造
物
や
美
術
工
芸
品
な
ど
、
調
査
が
未
実
施
ま
た
は
不
十
分
な
分
野
の
歴
史

文
化
遺
産
に
つ
い
て
計
画
的
に
調
査
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
る
。

〔
■
行
政
、
企
業
団
体
、
専
門
家
、
市
民
・
所
有
者

■
R6
～

15
〕

●
事
業
№

21
中
世
史
跡
の
保
護

市
内
に
は
調
査
が
十
分
で
は
な
い
城
館
跡
が
多
く
存
在
す
る
た
め
、
保
存
や
活

用
に
必
要
な
調
査
を
進
め
、
遺
構
の
適
切
な
保
護
を
図
る
。

〔
■
行
政
、
市
民
・
所
有
者
、
専
門
家
、
企
業
団
体

■
R9
～

15
〕

●
事
業
№

32
博
物
館
整
備
事
業

博
物
館
を
拠
点
と
し
て
、
関
連
文
化
財
群
や
保
存
活
用
区
域
を
周
遊
で
き
る

よ
う
関
連
付
け
た
展
示
や
多
言
語
解
説
、
施
設
整
備
を
実
施
す
る
。

 
〔
■
行
政
、
企
業
団
体
、
専
門
家
、
市
民
・
所
有
者

■
R9
～

15
〕

●
事
業
№

35
連
携
講
座

公
民
館
、
十
日
町
情
報
館
な
ど
の
機
能
を
生
か
し
、
地
域
の
歴
史
文
化
を
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
入
門
講
座
を
連
携
し
て
開
催
す
る
。

 〔
■
行
政
、
企
業
団
体
、
専
門
家

■
R6
～

15
〕

●
事
業
№

58
文
化
財
指
定
（
登
録
）
条
件
の
見
直
し

関
連
文
化
財
群
を
構
成
す
る
一
連
の
文
化
財
を
「
群
」
と
し
て
指
定
（
登
録
）

で
き
る
よ
う
に
、
指
定
（
登
録
）
条
件
の
見
直
し
を
図
る
。

 
〔
■
行
政
、
専
門
家

■
R9
～

15
〕

●
事
業
№

56
公
開
事
業
の
収
益
化

一
般
公
開
や
普
段
は
公
開
し
て
い
な
い
歴
史
文
化
遺
産
に
付
加
価
値
を
付
け
、
特

別
公
開
と
し
て
有
料
化
し
、
運
営
の
経
費
に
あ
て
支
援
す
る
。

 
〔
■
行
政
、
企
業
団
体
、
専
門
家
、
市
民
・
所
有
者

■
R6
～

15
〕

●
事
業
№

66
歴
史
文
化
遺
産
周
遊
ル
ー
ト
の
設
定

保
存
活
用
区
域
と
博
物
館
を
結
ぶ
周
遊
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
観
光
マ
ッ
プ
な
ど

に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
周
遊
性
の
強
化
に
つ
な
げ
る
。

 
〔
■
行
政
、
市
民
・
所
有
者
、
企
業
・
団
体

■
R6
～

8〕

●
事
業
№

70
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
拠
点
と
し
た
文
化
観
光
の
推
進

文
化
観
光
施
設
を
中
心
に
歴
史
文
化
と
現
代
ア
ー
ト
を
結
び
市
域
全
体
を
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
見
立
て
た
空
間
を
創
出
し
、
観
光
客
の
周
遊
性
向
上
に
取
り
組
む
。

 〔
■
行
政
、
市
民
・
所
有
者
、
企
業
・
団
体
、
専
門
家

■
R6
～

15
〕

●
事
業
№

76
担
い
手
支
援
制
度
の
創
設

地
域
の
民
俗
芸
能
や
風
俗
習
慣
等
の
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
た
め
、
後
継
者
の

育
成
を
実
施
し
て
い
る
団
体
を
支
援
す
る
新
し
い
制
度
創
設
に
取
り
組
む
。

 
〔
■
行
政
、
市
民
・
所
有
者
、
企
業
・
団
体
、
専
門
家

■
R6
～

8〕

●
事
業
№

82
地
域
社
会
の
な
か
の
仕
組
み
づ
く
り

歴
史
文
化
遺
産
の
活
用
を
地
域
社
会
と
と
も
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
関
連
団

体
と
連
携
し
て
、
市
民
や
市
民
団
体
、
企
業
な
ど
が
調
査
、
研
究
、
管
理
、
継

承
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
画
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

〔
■
行
政
、
市
民
・
所
有
者
、
企
業
・
団
体
、
専
門
家

■
R6
～

8〕
 



歴
史
文
化
遺
産
の
一
体
的
・
総
合
的
な
保
存
と
活
用
（
関
連
文
化
財
群
・
文
化
財
保
存
活
用
区
域
）

12
十
日
町
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
【
新
潟
県
】

７
つ
の
関
連
文
化
財
群

６
つ
の
文
化
財
保
存
活
用
区
域

①
豊
か
な
自
然
が
生
み
出
す
大
地
の
芸
術

変
化
に
富
む
雄
大
な
自
然
景
観
、
河
岸
段
丘
に
広
が
る
美
田
や
棚
田
等
の
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

信
濃
川
水
系
は
、
水
力
発
電
、
上
水
道
等
と
し
て
活
用
さ
れ
、
雪
解
け
水
は
里
山
を
潤
し
、
多
様
な
生

態
系
を
育
む
。
こ
の
地
は
、
大
地
の
芸
術
祭
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
や
十
日
町
雪
ま

つ
り
の
舞
台
と
な
り
、
ア
ー
ト
を
と
お
し
て
地
域
の
魅
力
が
再
発
見
さ
れ
価
値
を
高
め
て
い
る
。

［
全
体
に
関
連
す
る
２
つ
の
日
本
遺
産
］

日
本
遺
産
「
信
濃
川
流
域
の
火
焔
型
土
器
と
雪
国
の
文
化
」

日
本
遺
産
「
究
極
の
雪
国
と
お
か
ま
ち
（
ス
ノ
ウ
リ
ッ
チ
）
」

［
関
連
文
化
財
群
］

②
水
の
恵
み
を
生
か
し
た
稲
作
と
酒
づ
く
り

肥
沃
な
河
岸
段
丘
面
や
山
間
の
棚
田
な
ど
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
堤
防
、
用
水
路
、
マ
ブ

(横
穴
・

隧
道

)を
作
り
、
瀬
替
え
を
行
う
な
ど
し
て
新
田
開
発
を
進
め
、
多
雪
地
と
い
う
厳
し
い
自
然
環
境
の
な

か
で
、
品
質
の
よ
い
米
づ
く
り
に
心
血
を
注
い
で
き
た
。
豊
富
な
湧
水
や
伏
流
水
を
利
用
し
た
酒
造
り

は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
。
近
年
は
伝
統
野
菜
の
ほ
か
、
多
様
な
農
産
物
を
特
産
品
と
し
て
生
産
し
て
い

る
。

③
雪
国
の
自
然
を
生
か
し
た
暮
ら
し
と
食
文
化

こ
の
地
域
で
は
、
一
年
が
積
雪
期
と
無
雪
期
か
ら
な
る
風
土
に
対
応
し
た
生
活
様
式
を
築
い
て
き
た
。

山
菜
や
き
の
こ
の
採
取
、
水
稲
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
の
栽
培
、
越
冬
用
の
野
菜
な
ど
の
貯
蔵
、
保

存
、
加
工
、
調
理
の
知
恵
が
培
わ
れ
た
。
各
家
庭
や
地
域
で
は
、
四
季
ご
と
の
郷
土
料
理
が
受
け
継
が

れ
、
豊
か
な
食
文
化
を
形
成
し
て
い
る
。

④
火
焔
型
土
器
が
語
る
縄
文
人
の
暮
ら
し

国
宝
・
火
焔
型
土
器
を
は
じ
め
と
し
た
出
土
品
は
、
縄
文
時
代
の
人
々
の
精
神
性
や
優
れ
た
造
形
感

覚
を
今
に
伝
え
る
。
厳
し
い
自
然
環
境
の
な
か
で
人
々
に
と
っ
て
、
自
然
は
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
す

一
方
で
、
畏
怖
や
信
仰
の
対
象
で
も
あ
っ
た
。
火
焔
型
土
器
の
力
強
く
か
つ
繊
細
な
造
形
は
、
強
烈
な

精
神
性
と
生
命
力
の
発
露
で
あ
り
、
見
る
者
を
圧
倒
す
る
。

⑤
中
世
武
士
の
戦
い
と
祈
り

鎌
倉
時
代
の
初
め
こ
ろ
か
ら
半
ば
に
か
け
て
、
新
田
氏
一
族
の
大
井
田
氏
ら
が
こ
の
地
に
進
出
し
、

南
北
朝
時
代
に
は
越
後
南
朝
勢
力
の
拠
点
と
な
っ
た
。
室
町
･戦
国
時
代
は
、
上
杉
謙
信
の
居
城
春
日

山
城
か
ら
関
東
に
向
う
際
の
軍
用
道
と
し
て
、
松
之
山
街
道
が
重
要
視
さ
れ
た
。
戦
乱
の
時
代
を
生
き

た
中
世
武
士
た
ち
は
仏
教
に
帰
依
し
て
供
養
の
た
め
板
碑
を
建
立
し
、
極
楽
往
生
を
祈
っ
た
。

⑥
雪
国
の
風
土
に
育
ま
れ
た
織
物

古
代
か
ら
中
世
に
は
麻
織
物
の
越
後
布
、
江
戸
時
代
に
は
越
後
上
布
や
越
後
縮
の
生
産
地
・
集
散
地

と
し
て
栄
え
た
。
明
治
末
期
に
は
「
明
石
ち
ぢ
み
」
が
誕
生
し
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
織
り
出
し
て

織
り
と
染
め
の
総
合
産
地
と
な
っ
た
。
湿
度
が
高
い
気
候
風
土
は
織
物
生
産
に
適
し
、
豪
雪
の
中
で

培
っ
た
忍
耐
強
さ
と
繊
細
な
手
技
に
よ
り
優
れ
た
織
物
が
織
り
出
さ
れ
、
地
域
や
家
々
の
経
済
を
支
え

た
。

⑦
暮
ら
し
に
息
づ
く
祭
り
と
民
俗
行
事

水
稲
を
は
じ
め
と
し
た
農
作
物
の
成
長
と
と
も
に
、
四
季
折
々
の
祭
り
や
民
俗
行
事
が
展
開
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
際
に
、
神
楽
や
踊
り
、
唄
な
ど
の
民
俗
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
地
域
や
家
族
で
喜
び
や
楽
し

み
を
共
有
し
、
暮
ら
し
に
彩
り
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
雪
の
夜
語
り
に
、
大
人
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
に

昔
話
や
伝
説
を
情
感
溢
れ
る
方
言
で
語
り
聞
か
せ
、
豊
か
な
心
を
育
ん
だ
。

①
笹
山
遺
跡
、
野
首

遺
跡
お
よ
び
大
井

田
城
跡
周
辺
区
域

②
十
日
町
市
中
心
市

街
地
周
辺
区
域

③
星
名
家
住
宅
お
よ
び

節
黒
城
跡
周
辺
区
域

④
田
代
の
七
ツ
釜
、
清

津
峡
お
よ
び
田
沢
･壬

遺
跡
群
周
辺
区
域

⑤
松
苧
神
社
お
よ
び
古
道

松
之
山
街
道
周
辺
区
域

⑥
旧
村
山
家
主

屋
・
表
門
お
よ
び

松
之
山
温
泉
周
辺

区
域

［
保
存
活
用
区
域
］

国
宝
・
火
焔
型
土
器

マ
・
ヤ
ン
ソ
ン
／
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関
連
文
化
財
群
⑤

中
世
武
士
の
戦
い
と
祈
り

12
十
日
町
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
【
新
潟
県
】

鎌
倉
時
代
初
め
か
ら
半
ば
に
か
け
て
大
井
田
氏
ら
の
新
田
氏
一
族
が
こ
の
地
に
進
出
し
、
南
北
朝
時

代
に
は
越
後
南
朝
勢
の
拠
点
と
な
っ
た
。
室
町
・
戦
国
時
代
に
お
い
て
は
、
上
杉
謙
信
の
居
城
春
日
山

城
か
ら
関
東
に
進
軍
す
る
際
の
軍
用
道
と
し
て
松
之
山
街
道
が
重
要
視
さ
れ
た
。
戦
乱
の
時
代
を
生
き

た
中
世
武
士
た
ち
は
、
仏
教
に
帰
依
し
て
供
養
の
た
め
の
板
碑
を
建
立
し
、
極
楽
往
生
を
祈
っ
た
。

大
井
田
氏
を
中
心
と
す
る
越
後
新
田
一
族
は
、
元
弘
３

年
の
新
田
義
貞
の
討
幕
挙
兵
の
際
に
真
っ
先
に
馳
せ
参
じ
て

以
来
、
一
貫
し
て
南
朝
の
た
め
に
働
き
、
こ
の
地
域
は
越
後

南
朝
の
拠
点
と
な
っ
た
。
「
大
井
田
城
跡
」
【
県
指
定
史

跡
】
や
節
黒
城
跡
【
市
指
定
史
跡
】
を
始
め
、
市
内
に
残
る

40
か
所
以
上
の
城
跡
や
館
跡
の
多
く
は
そ
の
当
時
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

室
町
時
代
、
魚
沼
郡
は
関
東
管
領
上
杉
家
の
家
領
で
あ
り
、

関
東
や
信
濃
に
接
す
る
こ
と
か
ら
大
変
重
要
視
さ
れ
た
。
上

杉
謙
信
の
時
代
、
府
内
・
春
日
山
城
か
ら
市
内
を
通
り
塩
沢

の
三
国
街
道
に
至
る
松
之
山
街
道
は
関
東
に
進
軍
す
る
際
の

軍
用
道
と
さ
れ
、
室
野
城
や
羽
川
城
【
市
指
定
史
跡
】
な
ど

の
山
城
は
、
こ
の
街
道
の
要
所
に
築
か
れ
た
城
跡
で
あ
る
。

●
山
城
・
城
館
跡

松
苧
神
社
本
殿
【
国
指
定
重
要
文
化
財
】
は
上

杉
謙
信
を
始
め
と
す
る
戦
国
武
将
が
祈
願
所
と
し
て

信
奉
し
、
室
町
・
戦
国
時
代
の
遺
品
が
残
さ
れ
て
い

る
。
川
西
地
域
に
残
る
板
碑
は
、
仏
を
表
わ
す
梵
字

が
刻
ま
れ
、
そ
の
多
く
は
南
北
朝
時
代
に
造
ら
れ
た
。

来
迎
寺
の
寺
宝
「
一
遍
上
人
絵
詞
伝
」
【
市
指
定

有
形
文
化
財
】
に
は
、
新
田
氏
一
族
の
中
条
七
郎
蔵

人
が
亡
く
な
る
際
、
奇
瑞
が
起
こ
っ
た
場
面
が
描
か

れ
て
い
る
。
時
宗
二
祖
他
阿
真
教
上
人
が
遊
行
で
こ

の
地
を
訪
れ
た
際
に
中
条
氏
は
法
名
を
授
け
ら
れ
て

い
る
。
戦
乱
を
生
き
た
こ
の
一
族
が
他
阿
上
人
に
帰

依
し
て
阿
弥
陀
如
来
に
極
楽
往
生
を
願
い
、
魂
の
救

済
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

●
ゆ
か
り
の
社
寺
と
美
術
工
芸
品

・
城
跡
の
有
効
活
用
が
必
要

・
観
光
に
資
す
る
城
跡
や
城
館
跡
で
未
整
備
な
も
の
が
多
い

・
観
光
に
資
す
る
古
道
の
整
備
や
景
観
保
全
が
必
要

・
中
世
武
士
に
関
連
し
た
取
組
が
必
要

課 題▼
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要

・
城
跡
の
修
理
・
修
復
・
活
用
を
推
進
す
る

・
山
城
の
環
境
を
整
備
す
る

・
松
之
山
街
道
の
景
観
保
全
を
図
る

・
山
城
や
古
道
と
連
携
し
た
事
業
を
実
施
す
る

方 針 主 な 事 業

12
4
中
世
を
テ
ー
マ
と
し

た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成

12
6
節
黒
城
等
整
備
事
業

12
9
上
杉
軍
道
の
活
用

山
城
間
の
狼
煙
交
換
を
体
験
で
き

る
仕
組
み
等
、
中
世
を
テ
ー
マ
と

し
た
文
化
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成

に
取
り
組
む
。

節
黒
城
が
築
城
さ
れ
た
中
世
の
景

観
を
復
元
す
る
取
組
（
眺
望
確
保

の
た
め
の
伐
木
等
）
や
周
辺
に
設

置
さ
れ
て
い
る
大
地
の
芸
術
祭
作

品
な
ど
と
の
連
携
を
図
る
。

古
道
松
之
山
街
道
を
活
用
し
た
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
の
開
催
な
ど
、
「
上

杉
謙
信
越
山
の
道
」
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
事
業
に
取
り
組
む
。

■
行
政
、
市
民
・
所
有
者
、
企
業
・

団
体
、
専
門
家

■
R9
～

15

▼
主
な
文
化
財
と
市
内
の
分
布

▼
課
題
・
方
針
・
事
業

『
一
遍
上
人
絵
詞
伝
』

節
黒
城
跡

古
道
松
之
山
街
道

大
井
田
城
跡

■
行
政
、
市
民
・
所
有
者
、
企
業
・

団
体
、
専
門
家

■
R6
～

15
■
行
政
、
市
民
・
所
有
者
、
企
業
・

団
体
、
専
門
家

■
R6
～

15



●
調
査
・
研
究
の
推
進

・
歴
史
文
化
遺
産
総
合
調
査
事
業
（
事
業
№
1
5
）

・
大
学
や
国
・
県
立
博
物
館
な
ど
の
研
究
機
関
や
研
究
者
と
連
携
調
査
（
事
業
№
2
0
）

●
防
災
対
策

・
歴
史
文
化
遺
産
防
災
体
制
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
（
事
業
№
2
5
）

・
防
災
訓
練
等
の
推
進
（
事
業
№
2
6
）

・
災
害
時
連
絡
体
制
の
整
備
（
事
業
№
2
9
）

●
担
い
手
育
成
（
次
世
代
へ
の
継
承
）

・
歴
史
文
化
遺
産
に
ふ
れ
る
場
の
創
出
（
事
業
№
３
）

・
後
継
者
確
保
の
仕
組
み
づ
く
り
（
事
業
№
1
4
）

・
担
い
手
支
援
制
度
の
創
設
（
事
業
№
7
6
）

歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用
の
重
点
事
業

十
日
町
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

【
新
潟
県
】

歴
史
文
化
遺
産
の
確
実
な
保
存
と
継
承
を
図
る
と
と
も
に
、
歴
史
文

化
遺
産
を
文
化
観
光
に
生
か
し
て
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

る
こ
と
で
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
と
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
増

加
を
実
現
し
、
地
域
経
済
活
性
化
へ
と
つ
な
が
る
好
循
環
を
目
指
す
。

▼
重
点

事
業

「
文
化
」
視
点
の
重
点
事
業

歴
史
文
化
遺
産
の
調
査
・
研
究
・
保
存
・
修
復
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
等

の
過
去
の
経
験
か
ら
防
災
対
策
を
充
実
す
る
。
防
災
対
策
は
、
ソ
フ
ト
面
を
優
先
し
て
取

り
組
み
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
両
面
の
事
業
で
歴
史
文
化
遺
産
を
確
実
に
守
る
。
ま
た
、
伝

統
文
化
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
担
い
手
育
成
支
援
を
重
点
的
に
取
り
組
み
、
歴
史

文
化
遺
産
の
確
実
な
継
承
と
活
用
に
つ
な
げ
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
や
交
流
・
関
係
人
口
の
増
加
に
よ
り
、
企
業
等
か
ら
の
寄
附
や

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
を
図
る
。
ま
た
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
向
上
す
る
こ
と
で
、

圏
域
間
や
エ
リ
ア
間
の
周
遊
を
活
性
化
さ
せ
、
消
費
活
動
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。
こ
の
よ

う
な
経
済
の
好
循
環
に
よ
り
生
み
出
し
た
財
源
を
歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用
に
充
て
、

さ
ら
な
る
好
循
環
に
つ
な
げ
て
い
く
。

▼
文
化
・
観
光
・
経
済

の
好
循
環
イ
メ
ー
ジ

●
多
様
な
財
源
の
確
保

・
財
源
確
保
の
仕
組
み
づ
く
り
（
事
業
№
1
3
）

・
公
開
事
業
の
収
益
化
（
事
業
№
5
6
）

●
圏
域
（
エ
リ
ア
）
内
外
の
周
遊
の
活
性
化

・
区
域
内
拠
点
施
設
の
整
備
（
事
業
№
6
5
）

・
歴
史
文
化
遺
産
周
遊
ル
ー
ト
の
設
定
（
事
業
№
6
6
）

・
広
域
連
携
の
推
進
（
事
業
№
7
2
）

・
保
存
活
用
区
域
周
遊
サ
イ
ン
整
備
（
事
業
№
2
0
4
、
2
1
0
、
2
1
4
、
2
2
4
、
2
3
0
、
2
3
5
）

●
文
化
観
光
の
拠
点
整
備

・
博
物
館
整
備
事
業
（
事
業
№
3
2
、
6
4
、
2
0
9
）

●
清
津
峡
観
光
客
の
回
遊
性
の
向
上

・
清
津
峡
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
事
業
№
2
2
1
）

・
松
之
山
温
泉
を
中
心
と
し
た
文
化
観
光
（
事
業
N
o
.2
3
3
）

●
大
地
の
芸
術
祭
・
日
本
遺
産
と
の
連
携

・
日
本
遺
産
「
究
極
の
雪
国
と
お
か
ま
ち

－
真
説

! 
豪
雪
地
も
の
が
た
り
－
」
活
用
事
業
（
事
業
№
6
9
）

・
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
拠
点
と
し
た
文
化
観
光
の
推
進
（
事
業
№
7
0
）

・
冬
季
イ
ベ
ン
ト
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
【
大
地
の
芸
術
祭
】
（
事
業
№
7
3
、
1
0
2
）

・
農
舞
台
ス
ノ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
【
大
地
の
芸
術
祭
】
（
事
業
N
o
.7
4
、
1
0
3
）

・
里
山
現
代
美
術
館
魅
力
増
進
事
業

文
化
財
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
【
大
地
の
芸
術
祭
】
（
事
業
N
o
.7
5
、
1
0
4
）

●
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

・
国
宝
と
の
連
携
強
化
【
縄
文
】
（
事
業
№
1
2
1
、
2
0
3
）

・
節
黒
城
跡
等
整
備
事
業
【
中
世
】
（
事
業
№
1
2
6
、
2
1
2
）

・
上
杉
軍
道
の
活
用
【
中
世
】
（
事
業
№
1
2
9
、
2
2
9
）

・
き
も
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用
【
近
世
・
近
代
】
（
事
業
№
1
3
1
）

・
田
沢
・
壬
遺
跡
保
存
活
用
計
画
事
業
【
縄
文
】
（
事
業
№
2
1
9
）

４
つ
の
重
点
項
目
を
設
け
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
誘
客
に

つ
な
げ
る
。

１
）
十
日
町
市
博
物
館
を
拠
点
と
し
た
文
化
観
光

２
）
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
観
光
客
の
周
遊
性
の
向
上
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
）

３
）
「
大
地
の
芸
術
祭
」
や
「
日
本
遺
産
」
な
ど
の
観
光
資
源
と
歴
史
文
化
遺
産
の
共
存
・
連
携

４
）
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ツ
ー
リ
ズ
ム
[縄

文
][
中
世
][
近
世
・
近
代
]を

テ
ー
マ
と
し
た
文
化
観
光
の
推
進

「
経
済
」
視
点
の
重
点
事
業

「
観
光
」
視
点
の
重
点
事
業

【
添
付
資
料
②
】




